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氏. さらに擁能性腰痛でも臨床症状が乏 しく鞠発腰痛と

して発見されることもあ り,内分泌機能検査の農牽性を

蒋認識 した.
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が落卜し.後頭部に裂創萎':f'1-言二.受悔直後かi■-激 しい

前頭部痛が出現し畷捜した.血圧は 旦97/84と上昇.頭

部単純写てこよl)llこIlll')111Se日工lてl糾 ).(1'r.では 卜′1二I

鞍部の大きな感癌が認められたが予骨折やクモ膜 下出動

磁挫傷は認められなかった.翌 日から第 3縞 目にかけて

主動眼神経､三叉神経Ⅰ桂.外転神経了)楓坤が侶現 し上

ため第6病日に当料へ転入院となった.入院時,神経学

約にはこの他左下鼻側打4半盲,左視神経萎縮が認め ら
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手術を施行 し症状は改善 した.外傷による下垂体卒中は

文献上は塊例を見るのみである.泰例の発症機序として,

腫癌の脆弱な輿常血管が,外傷をこよる shearim鑑SWess
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症例はユ9歳男性.旦8歳時より両下肢の皮膚線条,満月

様顔貌,多毛,易疲労感が出現 し,当科に入院｡入院時

血lj:-.13O80 m mHLr.満 月様倣貌Tt:認九㌦ 申心性肥満は

軽度で,腹蔵,轡部,両下肢に皮膚線粂 あ り.K 3.3

mI.:(lI.i/BS75mgdl.HbAlrI:I.6 0(.. 7:-)filO(i/rT

は正常パターン.尿中C-ペプチ ドはr8 7 j噌/day と高

め.デギザメサゾン 1mg抑制試験で翌朝の コルチゾー

ル 20.7メ噌/dlと抑制 されず,尿中 170HCS,膵KS は

高値.頭部 MRIにて, トル コ鞍内右側に直径 5mm

Lr)low illtHISitymこlSSを認札 下垂体静脈洞て(')静

脈血サ ンプ リソグでは,ACT銅 は基礎値,CRH 免荷

後殿 ピ--ク値 とも右側で高値を示 し,下垂体腺臆による

クツシンダ病 と診断.当院脳神経外紬 こて Hardy職掌

窮を行ない,術後の経過 も順調. この症例の特徴は亨㊥

呈O代の男甑 ② 皮膚線条が四肢に存私 ③ 血圧が正常,

⑧ 耐糖能が正常であり,文献的をこぼ,③④は,若年発

症 クツシンダ病の特教と考えられた.
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1) 当紺で経験 した肝腰痛1締 りの検討
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当科で過去 7年間をこ経験 した折渡轟症例l(顧匿 ついて

抗生剤投与単独で治療 した群と抗生剤投与及び腰痛 ドレ

チ-ジにて治療 した群に分けて比較検討 した.症例は抗

生剤授与単独群 5例及び 萱二一レナー ジ群 5例で死亡症例は

なかった,

初診時の検査成績には両群間に明かな差異は認めなかっ

た,

発症の要因として抗生剤投与単独群食倒が過去に上腹

部手術の既往があり胆道感染が疑われたのに対 し ドレ

チ-ジ群の大部分では感染経路が不明確であった申

また画像上 抗生剤単独群では腺癌径が小さく境界不

明瞭で内部が充実捜あるいは混合性の所見を墨 し腺癌形

成が不完全だったのに対 しドレナ-ジ群では境界明瞭で

腺癌内部が廃絶状を呈 した.以上より,形成初期が疑わ

れる肝膿癌の場合抗生剤投与 単 独 で治療でき得る可能性

が示醸 された.


